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 ④ 会場の様子（写真） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）全４回を通して 

 

 ① 参加者数 

 定員／５０名（各回） 申込数／９６名（定員充足率：192.0％） 

 参加者数／延べ１７５名（１回平均約４４人） 男性参加率（平均）／57.1％ 

 

 ② 参加者の年代 

年代 20 歳代 30 歳代 40 歳代 50 歳代 60 歳代 70 歳代 合計 

人数 6 名 7 名 20 名 23 名 71 名 16 名 143 名 

 ※アンケート回答者（未記入などを除く）による延べ人数集計のため、参加者の実数とは異なる 

 

 ③ 参加者の居住地域  

地域 北勢 伊賀 鈴鹿市・亀山市 津市 松阪市 伊勢志摩 東紀州 合計 

人数 36 名 3 名 7 名 83 名 9 名 5 名 3 名 146 名 

 ※アンケート回答者（未記入などを除く）による延べ人数集計のため、参加者の実数とは異なる 

 北勢／いなべ市・桑名市・東員町・朝日町・川越町・木曽岬町・菰野町・四日市市 伊賀／伊賀市・名張市 

 伊勢志摩／伊勢市・明和町・鳥羽市・多気町・玉城町・大台町・志摩市・南伊勢町・度会町・大紀町 

 東紀州／紀北町・尾鷲市・熊野市・御浜町・紀宝町 

 

 ④ アンケート結果 

 回答数／延べ１５０名（回収率平均 86.6％） 

 満足度（平均）／80.2％（４段階評価の第１位集計割合／第 2位までで 97.4％） 
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 ⑤ 担当者所見 

 【成果について】 

  前年に続いての「防災」を切り口とした地域リーダー養成講座だったが、今回は被災現場の混乱や危

 機感を身近に感じていただき、連続講座すべての回をより有益なものとするため、初回に「避難所運営

 体験」と「避難所運営ゲーム HUG」の連続実施を企画し実施したところ、座学ではあまり感じられな

 い集中感が生まれ、講座全回を引き締まった様子で進めることができた。 

  体験内容は、講師の多大な協力の元でシナリオを作成し進めたが、途中「夜間の様子」の体験なども

 含め、何もない日常から意識を変えるきっかけとしても有効な時間だったと思われる。 

  講座の準備や進行に多少の混乱もあったが、それも含めてよい緊張感が生まれた。満足度も高く、ま

 た、非常食の提供などで各機関との連携も実現でき、マスコミの取材も入るなど、内外に大きくアピール

 できたことも大きな成果となった。 

  ワークで作成した成果物を掲示した際は、参加者が良いと思ったアイディアに青シールを貼る方法

 で相互評価を行った（３回目）が、口頭説明を重ねるよりも気軽に行え、視覚的にも解りやすく好評だっ

 た。また、 連続講座の特徴を活かし、宿題を出したり（２回目）アンケートで「施設面への質問」や「講座

 で得たい こと」などを聞いたりしてそれに応える時間も設けた（２・３回目）ことで、さらに多面的なアプロ

 ーチが可能となり、より講座に深みが増したように思われる。 

  満足度は 4回合計でも 80％を超え、「フレンテみえ」の同種の講座の中では非常に高い結果となった。

 本講座を地元で活かしたいとの声も多く、想定した目的はほぼ達成できたのではないかと思われるが、

 これは講師が非常に熱心に柔軟に講座へ臨んでいただいた結果に因るところが大きい。 

  防災を切り口とした講座は関心も高く、新規層や男性の参加者も多くなり、男女共同参画の啓発にも

 有益だと考えられる。今後も継続的な実施を検討していくべきだと考える。 

 

 【課題について】 

  ２回日以降はワークを中心とした構成で実施した。参加者の中には実際にセンターに避難する可

 能性のある方が多く、現実感をもって臨んでいただいたが、回が進むにつれてセンターに避難しない他

 地域からの参加者と温度差が感じられるようになってきたため、講師と相談しながら意識の高い参加者

 の不安を解消できるよう、地域を限らない視点でも考えられるように内容を組むよう心掛けた。 

  また、どの回も内容に比べて時間が短く、慌ただしい進行になった印象だった。（アンケートコメントで

 もその指摘が多い） 内容を鑑みてもっと柔軟に構成していくべきだったが、防災分野での講座は伝え

 るべきことも非常に多く、後手に回ってしまった感がある。 

  ニーズの高い講座だったため初回のみの参加や、初回に参加できなかった方も２回目以降は参加可

 能とするなど、できるだけ多くの方に関心を向けていただけるよう配慮したが、回ごとの参加者や他の防

 災関連講座に多く参加されている方々とは知識面などで差が生じてしまい、不満をもった方も見受けら

 れた。特に体験型の講座は現実的な制約が多いため致し方ない面もあるが、グループ分けを工夫した

 り前回までの復習の時間を設けたりするなど、さらに踏み込んだ対応ができればよかったと思われる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【講座担当】 

三重県男女共同参画センター「フレンテみえ」 【服部・樋口・滝石】 

   〒514-0061 三重県津市一身田上津部田１２３４ 三重県総合文化センター 

      TEL：０５９－２３３－１１３０ FAX：０５９－２３３－１１３５ 

   E-mail: frente@center-mie.or.jp 

mailto:frente@center-mie.or.jp


 

 

43 

 

男女共同参画視点での防災講座〔事例紹介〕 

≪参考≫ 講座チラシ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 


